動物の心，人間の心：動物の学習から人間行動を考える by 谷内 通 & Taniuchi Tohru
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
日時 平成１９年２月１７日（土）午後２時～３時３０分 
場所 金沢大学サテライト・プラザ 講義室 
 
講 演 「動物の心，人間の心：動物の学習から人間行動を考える」 
































































































































































































































































と 0.01 とか 0.02 しか見えていません。不思議ですが僕らは全体がはっきり見えているよ
うで，実はじっと見ているこの先だけがよく見えています。鷹はそういったよく見える場




























った光をもう 1 回後ろに鏡みたいなものがあって反射して 2 回使っているのです。先ほど
目の構造を見たときに網膜というフィルムがありましたよね。前から光がきたときにフィ





















































































































































































































































いち行くのを面倒くさがって 4 回とか 5 回とか反応して，そうして餌をためてから食べに
行くようになるという行動です。これをもっと面倒くさくして，餌箱遠くに置いて意地悪




























































































































































































対しても同じように 3 番目に数えるということができています。訓練されたものに 9 割ち





























うに 3 というのを数えることができました。では 3 はできるかもしれないけれど，10 など
はできるのかとそういう単純な疑問もありますし，あとは今正解はいつも 3 番目でしたが






か 3 とか答えてくれませんが，どうやって調べるかというと，このようにぬいぐるみ 3 つ
が箱の中にどすん，どすん，どすんと落ちて見えなくなってしまいます。ここでカーテン
を開けると 2 個に減っているわけです。赤ちゃんが見ている時間を計るのですが，そうす
ると 3 個落ちてそのまま 3 個出てきたときには当たり前のことが起きているので全然注意
をしないのですが，3 個落ちたはずなのにふたを開けたら 2 個になっているとびっくりし
てじーっと見つめる。その時間を計るのです。赤ちゃんが，3 と 2 の違いが分からなかっ













































































































































































































































































































（質問者 2） 世間様に申し訳ないとか言うが，何が申し訳ないか分からない。 
 
（谷内） それを考えるときには，僕らが与えられたこの知性の功罪，両面を考えなくて
はいけません。僕らはひょっとしたら自分たちの知性によって滅びる初めての生物になる
かもしれない，ならないかもしれない，それは僕らの知性がどうそれを決めていくか，僕
はこの知性まで含めて人間という生物だと思っているので人間がほかの動物になればいい
とは思いません。ただその結末を決めるのは僕らだということです。 
 
（質問者 4） 利害関係のある人だけお互いに持ちつ持たれつの関係だったのだけど，今
情報通信の発達で遠いところでも早くいけるという感じであらゆる技術が即時に入ってく
35 
ると。自分の食料から環境からいろんな問題が起きてきてやはり地球人が一緒に考えない
と地球が滅びてしまいますよね，今の状況だと。 
 
（谷内） 今，そうですね，そういう意見も僕がお話しした言葉の中に意味としてあるの
ですが，要するにもう僕らは恐らく今生きている世界，環境，情報通信まで含めて環境と
いうのは僕らの体，生物として適応した環境ではもはやありません。でも，ではあきらめ
るのかというと先ほど言ったように，この知性まで含めて人間だと考えると，もはや体の
レベルでは適応できない環境に置かれたのだから後は知性を使って合わなくなってしまっ
た，ミスマッチになってしまった環境にどうやって適応していくのか，自分たちに無理の
ない環境を作っていくのかということを考えることまで含めて適応なのだろうと思います。
ありがとうございます。そのとおりだと思います。 
 よろしいでしょうか。なかなか消化不良だったかもしれませんが，ありがとうございま
した。（拍手） 
 
（谷内） こういう分野もあるのだということを今日は知っていただいて，また機会があ
りましたらどこかポイントを絞ってさらにまた考えてみたいと思います。お疲れさまでし
た（拍手）。 
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資料 
 
上：盲点探し（充填と完結化），中：ルビンの杯，下：ポンゾ錯視と奥行きのある現実場面 
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